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いせさき学習堂 古文書入門講座              令和８年（2026）２月 26 日（木）於伊勢崎市図書館 

第８回 将軍、江戸へ帰る 

―「文久記聞 九」（赤堀恒雄家文書）を読むⅣ― 
巻島 隆 

はじめに 

「文久記聞 九」の家茂在京中の摂海視察、帰府に関する記述を読みます。 

第１回 くずし字に触れる 

第２回 読むための基礎知識 

第３回 「和宮下向ニ付、助郷取極」（伊勢崎市図書館蔵）を読む 

第４回 今井区有文書（赤堀歴史民俗資料館蔵）を読む 

第５回 「文久記聞 九」（赤堀恒雄家文書）を読むⅠ 

第６回 「文久記聞 九」（赤堀恒雄家文書）を読むⅡ 

第７回 「文久記聞 九」（赤堀恒雄家文書）を読むⅢ 

第８回 「文久記聞 九」（赤堀恒雄家文書）を読むⅣ 

  

 １ 用語 

 松平隠岐守＝伊予松山藩主、松平勝成。 

 満足稲荷神社＝京都府左京区に現在も鎮座。豊臣秀吉が伏見桃山城の守護神

として勧請。名前の由来は秀吉が御加護を受け、おおいに満足感を得たところ

からとされる。徳川綱吉が現在地に遷祀。「満足さん」と呼称される。 

 松平内蔵頭＝備前岡山藩主、池田茂政（徳川斉昭九男）。 

 嶋津三郎＝島津久光。藩主島津忠義の父。 

 鎖港（さこう）＝孝明天皇が発した攘夷詔勅に基づく開港場閉鎖の懸案のこ

と。幕府は一旦詔勅に従い、欧米各国に開港場閉鎖を通達したが、各国から抗

議の声があり、通達を撤回。もともと幕府は開国やむなしの立場。 

  

 ２ 家茂の在京（文久３年、1863年） 

 以下、『新訂増補 續徳川實紀 第四篇』（吉川弘文館、1936年）による。 

３月４日、家茂が京都に到着。二条城に入る。 

 ３月６日、水戸藩主徳川慶篤が二条城登城。 

 ３月７日、家茂が参内。 

 ３月 11日、孝明天皇の賀茂行幸（攘夷祈願）に家茂が供奉。 

 ３月 14日、京都に 10日滞在の予定だったが、滞在を延ばす旨を発する。 

 ３月 17日、紀州藩主、徳川茂承に謁見。 

 ３月 21日、宮中に参内。21日の発駕を延期。 

 ３月 26日、松平春嶽が政事総裁職御免を願い出た上で届けなく帰国。総裁職

を罷免され、逼塞を仰せ付けられる。 

 ５月２日、宮中に参内。攘夷拒絶令。 
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 ４月 11日、孝明天皇が石清水八幡宮に攘夷成功を祈願して行幸（～12日）。

家茂は病気を理由に供奉せず。慶喜は供奉するも病気、参拝せず。 

 ４月 17日、参内。10万石以上の在京大名に京都警衛を仰せ付ける。 

 ４月 18日、参内。 

 ４月 20日、二条城を発駕し、大坂城へ向かう。 

 ４月 21日、石清水八幡宮に参詣し、大坂城に入る。 

 ４月 22日、一橋慶喜が「蛮夷掃攘」のため関東下向。姉小路公知（攘夷論

者）が下坂（４月 25日～28日、兵庫・由良・加太浦巡視、この時、軍艦奉行勝

麟太郎が船中にて海事の説明、公知は攘夷の非を悟り、「開国説に傾く」『徳川

慶喜公伝 ２』）。家茂が摂海視察を言い渡す。 

 ４月 23日、順動丸で兵庫沖へ。兵庫湊御台場・西宮御台場視察。「攘夷之

儀、五月十日可及拒絶段、御達相成候間、銘々右之心得を以、自国海岸防禦

筋、弥以厳重相備、襲来候節ハ掃攘致し候様可被致候、右之趣万石以上以下之

面々江不洩様早々可被相触候事 四月」 

 ４月 28日、泉州、紀州、淡州海岸を視察。泉州岸和田に碇泊。斉順（家茂の

実父）の墓（和歌山雲蓋院）へ参りたいと望むも板倉勝静が「台場視察が目的

であり、墓参するとまた一日かかってしまう」と答えると「殊之外御残念之様

子ニ而暫く御沙汰も不被為在」 

 ４月 29日、大坂城還御。 

 ５月７日、大坂の玉造御蔵の武器及び銃隊稽古を視察。 

 ５月 11日、京都に戻る。 

 ５月 13日、中暑（暑気あたり）のため参内を延期。 

 ５月 18日、参内。 

 ５月 20日、姉小路公知が暗殺される。 

 ６月３日、御暇（関東へ戻る）の参内。 

 ６月９日、二条城発駕。大坂城へ入城。 

 ６月 12日、天璋院が家茂の長い滞京を心配し、小納戸役５人に上京を命じ、

その者たちが 12日９時過ぎに大坂に到着。 

 ６月 13日、大坂城を発駕。蒸気船順動丸に乗船。夕７半時、紀州由良港着。 

 ６月 14日、由良港を出港し、紀州大島港に着船。上陸し、錦江山無量寺で休

息。６時前に順動丸に戻り、出帆して明け方に勢州海沖に出る。 

 ６月 15日、遠州灘を航行。「大なぐら（波座、沖の高波）有之候へ共、誠ニ

案外之事ニ而一統左而己之義無之」。豆州大島・下田の間を通航、ここで日没と

なり、相州灘を航行し、城ケ島沖で夜が白む。 

 ６月 16日、浦賀沖を航行、５半時に品川沖に着。浜御殿着。中島御茶屋で休

息。閣老、慶喜の出迎えを受ける。浜御船場から大川御座船で築地鉄炮洲前か

ら霊岸島永代橋脇より川筋を通り、辰之口より上がる。慶喜が同道して歩行で

大手御門から江戸城へ入る。 
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渋沢栄一『徳川慶喜公伝 ２』（平凡社、一九六七年） 
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渋沢栄一編・大久保利謙校訂『昔夢会筆記―徳川慶喜公回想談―』（平凡社、一九六六年） 


